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 去る 1 月 29 日、東京外かく環状道路

(関越⇔東名)大泉 JCT の現地見学会が

開催されました。この見学会は当研究会

特別会員の東日本高速道路(株)関東支社

東京外環工事事務所にご案内いただき、

14 名の皆さんが参加されました。 

 同社東京外環工事事務所長 加藤健治

様から見学に先立って大泉 INFO（展示

室）において事業概要の説明をいただき

ました。その後、大泉立坑からシールド

トンネル内に入り、シールドマシン、同

制御室などのそれぞれを見学させていた

だき、更に、発生土をベルトコンベアで

輸送する経路に沿って和光仮置場に向かい、セグメントストックヤードも拝見して大泉

INFO（展示室）に戻りました。以下に説明いただいた概要を記載します。 

 

 東京外かく環状道路は、都心から約

15kmを環状に連絡する延長約85kmの

道路であり、首都圏の混雑緩和、環境改善

や円滑な交通ネットワークを実現する上

で重要な道路です。関越道から東名高速ま

での約 16km については、平成 24 年 4

月に、東日本高速道路(株)、中日本高速道

路(株)に対して有料事業許可がなされ、国

土交通省と共同で事業が進められていま

す。 
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 東京外かく環状道路(関越⇔東名)には以下のような特色があります。 

 この道路は、平成 19 年 4 月の都市計画変更に伴い、それまでの高架構造からトンネル

構造に変更しました。また、平成 26 年 3 月に「大深度地下の公共的使用に関する特別措

置法」に基づく大深度地下の使用認可を受け、本線トンネルの大部分を地下 40m 以深の

大深度地下としました。 

 本線トンネルの工事はシールド工事によって、直径約 16m のシールドマシンにより同

15.8m の本線トンネルを構築します。本線トンネルは、東名 JCT から北に向かう「北行

トンネル」と大泉 JCT から南へ向かう「南行トンネル」があり、完成すると片道 3 車線、

合計 6 車線の道路になります。本線トンネル工事では各トンネルの始点・終点から、計 4

台のシールドマシンが発進し掘削工事を進めています。シールドマシン 1 基当たりの掘進

距離は東名 JCT から約 9km、大泉 JCT から約 7km と国内最大となっています。 

 本線トンネル工事とは別に、

地中拡幅部工事が予定されて

います。地中拡幅部とは、本線

シールドトンネルと JCT・IC

からの連絡路(ランプ)シールド

トンネルを分岐・合流させる部

分のことで、シールドトンネル

を地中で切り広げる非開削工

法です。地中拡幅の工事は、大

規模かつ複雑な工程やステッ

プを伴う高度な技術を要する工事で、大深度の高圧力の中、1 か所につき直径約 30m 程

度、延長約 200～400m に及ぶ工事が行われます。 

 本線トンネルでは緊急時などに、並走する反対側トンネルに待避できるよう横連絡坑を

設置します。このとき、より安全に待避できるように、北行トンネルと南行トンネルをね

図 1 東京外かく環状道路(関越⇔東名) 平面図、縦断図 

図 2 地中拡幅部 
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じるように交差させ、あたかも右側通行のように両トンネルを配置しています。こうする

ことで、追い越し車線を横断することなく、反対側のトンネルに移動することが可能にな

り、大泉 JCT のすぐ南側にこの線形の区間が現れます。 

 本線トンネル工事では極めて大量な掘削土砂が発生し、この土砂運搬が工事の死命を制

します。本線トンネル工事で搬出された土砂は、東名 JCT・大泉 JCT にある土砂ピット

に集められ、ベルトコンベアやダンプトラックにより仮置き場へ運搬し、その後、各受け

入れ地に運搬します。大泉 JCT 側の本線トンネル工事で発生した土砂は、供用中の外環本

線上に設置したベルトコンベアで、和光市新倉の仮置き場まで運搬します。これにより、

ダンプトラックの使用台数を削減でき、環境負荷の低減にもつながります。 

 

 会議室で以上の説明を聞いた後、大泉立坑お

立ち台から外観を展望し、早速立坑を降りてシ

ールドトンネル内に入りました。現在、ちょう

ど初期掘進から、本掘進に段取り替えの最中

で、坑内は、大変広々としていました。シール

ドマシンは立坑から約 500m 程度の位置にあ

り、途中河床との離隔をとるとのことで、かな

り急な縦断勾配がありましたが、道路床版で高

さ調整されるとのことです。地盤は砂利、砂、

粘土の互層が続き、ひとつのシールドマシンで

掘り進む必要があり、カッターヘッドやビット

に各社の工夫やノアハウが凝らされていると

のこと。特に大泉 JCT付近には白子川の護岸の杭基礎を切削する必要もあったようです。 

 シールドマシンのカッターヘッドは約 2 分間

に 1 回転。大深度地下を掘進することになるた

め、スクリューコンベアにも大きな圧力がかか

ります。このシールド機の場合、コントロールル

ームは切羽付近にあり、まるで宇宙船の操作室

のようでした。 

 ベルトコンベアによる掘削土砂の輸送は、陸

前高田の市内の高台造成にヒントがあったよう

です。供用中の外環本線の車線 3.5m、路肩

2.5mの幅員を車線3.25m、路肩1.5mに縮め、

コンベアを設置していました。また道路構造令

図 3 横連絡坑 

写真 4 坑内状況 
(ウェブサイト 2019/09/18 より) 

写真 3 見学者一同 
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の制約で、延長 1.5km ごとに、反対行き車線に交互に振り替えて約 6km 先の仮置き場ま

で設置したとのこと。和光市の仮置き場は下水処理場の事業用地で、土砂 10 日分の仮置

きができる容量があるとのことでした。 

 

写真 5 土砂搬送ベルトコンベア 写真 6 和光の土砂仮置き場 


